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衛生学   
産業衛生  
家族管理    
自己管理   
母性保護 
予防医学 
看護 
家事 
保育実習 
教生実習 
消毒法 
包帯術治療実技 
救急処置 
医薬品及び調剤 
保健指導 
特別講義 
産科・産科実習 
実習・ 
研究 
臨地実習（家庭訪問含む） 
調査研究 
出典：津島律他；青森県の看護教育のあゆみ―女子の保健教育者をめざした青森県における初期の学校
教育―，[青森県看護教育研究会編；昭和 58年度看護教育研究集録第 12号]，1984，38－39，表１弘
前女子厚生学院カリキュラムと表２弘前女子厚生専門学校カリキュラムを１つの表に改編した． 
出典：津島律他； 森県の看護教育のあゆみ―女子の保健教育者をめざした青森県における初期の
学校教育―、[ 青森県看護教育研究会編；昭和58年度看護教育研究集録第12号 ]、1984、38－
39、表１弘前女子厚生学院カリキュラムと表２弘前女子厚生専門学校カリキュラムを１つの表
に改編した。
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　資料②教育方針：永き因習下に沈滞した女子
の自主性を覚醒し、伸長し、その人格を陶冶す
ると共に、生活科學及び公衆衛生に關する専門
教育を施し心身共に健全なる良き指導者を育成
して國民厚生をはかり、以て文化日本建設に協
力する。
　厚生学院の教育方針は、校長が変わっても、
一貫して「女性の生活科学、公衆衛生の良き指
導者をつくること」にあることが、２つの入学
案内からみてとることができる。それはまた、
後に学院長になった鳴海五郎（長男）による一
節でも明らかである。「もともと厚生学院は、
女子の保健衛生の指導者を作るという考え方で
始まったのですが、就職をした場合、病院にゆ
けば看護婦、保健所や市町村にゆけば保健婦、
幼稚園に勤めれば保母であり、学校へゆけば養
護教諭となり、家庭に入れば保健衛生の知識を
もってそれを体得したよい母親でなければなら
ないという方針であったのです。13）」
　養護訓導所に始まり、保健婦養成所、看護婦
養成所と次々に開設していったのには、このよ
うな教育方針のもとに進められたといえる。そ
のカリキュラムは表３のとおりである。
　卒業生も「交付を受けた免許状の数をみると
9種類で、３年生になると来る日も来る日も受
験勉強に明け暮れていた14）」といっている。ま
た、関係者も「生徒たちは日曜日も祭日も休む
ことなく、看護婦、保育所、学校と県民修練所
の身体検査等の実習と学科の勉強に励み、その
合間々々に基礎的学科の講義をうけた15）。」、「弘
前女子厚生学院の教育は「実習第一」、ともか
く“出してやる”というのが鳴海康仲氏の教育
方針だった。具体的に住民の暮らしの中に学生
が入り込んで、具体的に住民に協力していく、
そしてそれをもとにいろいろ話し合う、という
教育が行われていた16）。」と語っている。
　A 氏のインタビュー調査でも、学生時代の
状況を伺うことができた。
　　弘前女子厚生専門学校は三年制、取得免許
は、養護教諭、保健婦、看護婦であった。ま
た、幼稚園の教諭、中学校の家庭科の教諭、
高等学校の保健家庭科の先生、栄養士、など
３年間で６つの勉強をしたので、とにかく忙
しかった。どれも実習があって、狼森にも行っ
た。村の人達は皆関心を持ち、徹底していた。
弘前保健所・鰺ヶ沢保健所の実習もあった。
実習で物を見て、考えながら、どうすればい
いのか疑問を持ちながら授業を受けるのでな
ければ実に入らないという姿勢の先生だっ
た。
　以上のように、多くの実習があったが、その
１つが中津軽群千年村（現弘前市）の狼森地区
であり、狼森保健館である。昭和16年、養成所
開設まえに、鳴海は狼森地区に「狼森保健館」
を創立し、簡易診療を開始するとともに保健婦
を常駐させ、衛生と保健指導の徹底を図った。
農村の生活がよくなれば保健衛生は向上すると
いう信念からである。例えば結核予防のために
栄養対策として集落内に魚屋を開設し、昆布、
わかめ、いわしなど栄養価の高いものを食べる
ように指導した。この保健館を拠点に養成所の
実習が行われ、地域の人たちの協力も加わり、
地域全体で保健活動に取り組みとなっていっ
た。
　そのなかに、鳴海と狼森の名を全国に知らし
めた生活改善活動がある。昭和22年から展開さ
れた、「かちゃ９時運動」である。「かちゃ」と
は津軽弁で「お母さん」の意味である。つまり、
「さあ９時だからお母さんは家に帰って休もう」
と呼びかけるものである17）18）。家事や農作業で
睡眠や休息が十分でなかった農村女性を少しで
も休息させようという取り組みであった。こう
した取り組みによって、昭和29年、狼森地区は
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県内のどの地区よりも早く、乳児死亡率ゼロと
なった19）。当時の乳児死亡率は全国平均でも80
（／ 1000）前後という時代である。中でも青森
県は大正期から昭和前半期までの間、乳児死亡
率はワースト１のころであった。これが新聞で
とり上げられたこともあって、狼森地区は東北
地方の「公衆衛生のメッカ」とも呼ばれるほど
全国にその名を知られることとなった。そして、
全国から多くの狼森地区・狼森保健館を見学に
訪れた。
　B 氏はインタビューで、その当時の様子を次
のように語った。
　　当時は、全国から保健館に視察にきた。多
い時には、バス５台から６台も来て、いると
ころがないくらい。なにせ200人、300人で
しょ、行列になって視察で村の中を歩くから。
忙しかった。ご飯を食べているところに廊下
の人が入ってきたりして、具合悪くなったか
らなんとかって言って・・。
　また、当時は人口10万に対して１保健所設置
が進められ、人口130万の青森県において、予
定１を含め10 ヵ所の保健所が設置されていた
ころである。地元の新聞「東奥日報」は、昭和
28年12月12日の社説「保健所と公衆衛生」のな
かで、狼森の取り組みについて次のように紹介
している。
　「大体10万人に一ヶ所というのが国民保健の全
面指導機関として少なきにすぎる。関係の有識
者は、病気と衛生のことなら何でも相談できる
“保健センター”を各町村に設ける必要があると
説いている。これを十三年も前から実行してい
るのが本県中群の千年村狼ノ森部落（ママ）で
ある。これを全面的に押し広げることは全国と
しても本県としても今のところできない相談だ
が我が保健施設の今後の指標であることはたし
かだ。生活改善普及員、町村役場の保健指導も
こうした中心的な機関によって活を入れられる
ものであり、あるいはそうしたものすべては一
つに統合されるべきだと考えるものである。20）」
　市町村保健センターの設置が法定化したの
は、平成5（1993）年、約40年後であることを
考えると、狼森保健館を中心とした活動はまさ
しく先進的な取り組みであったといえる。
　また、「かちゃ９時運動」も運動の中心は鳴
海康仲であったが、発端は、弘前女子厚生専門
学校の学生たちの農村生活実態調査であった。
学生たちは春や秋の農繁期には託児所を開設
し、保育のかたわら、農家の人たちに密着して
の生活時間、食事、住居、衣服などの生活実態
調査の結果出てきた問題であった。余りにも少
ない睡眠時間と過重労働に女子学生が衝撃を受
け、母体保護の面、健康維持、そして同じ女性
の立場から改善を強く主張した。当時の弘前大
学医学部の教員の側面援助もあり、狼森部落の
きまりとして展開するようになった21）という。
　A 氏のインタビュー調査でも、このような
生活実態調査が行われていたと語られた。
　実習の時、それぞれ自分でテーマを持って狼
ノ森の実習に入ってくださいと言われ、私は、
狼ノ森の子供たちの弁当調査について研究発表
もした。研究発表するには、カロリー計算をし、
特にカルシウムなどの量が発育期の子供にとっ
てどうなのかまで調べることが必要だった。食
べる前に子供達の弁当を見て大体のグラム数を
頭に入れて書いていった。糖尿病の１単位80キ
ロカロリーを応用して自分で計算しやすいよう
に工夫した。
　一方、講義も、鳴海の信念に共鳴する中央の
講師が名前を連ねている。日本の公衆衛生学の
草分けともいえる野辺地慶三氏をはじめ、当時
山本　春江　　菊池美智子　　太田　尚子
−　26　−
青森中央学院大学研究紀要28号
の国立公衆衛生院の院長だった古屋芳男氏、衛
生学の石川知福氏、外科の篠井金吾氏、栄養学
の有本邦太郎氏、家政学の大家の沼畑金四郎氏、
優生学の馬嶋僩氏、学校保健の野津謙氏等であ
る。1年に4 ～ 5回は、学生への講義だけでなく、
一般にも公開して公衆衛生や生活科学の考え方
を地域へも普及させていた。戦後は、GHQ 看
護課のオルト、ミラーなどによる特別講義も行
われた22）という。実習同様に実務的で充実し
た教育内容であったことがうかがえる。
　専門科目については、開設当時から聖路加専
門学校を卒業した水越淳子23）が担当していた。
昭和20年、弘前女子厚生専門学校になったとき
も、保健婦養成所の専任教員として教育にあ
たっていた。その人となりを知る記事は多くな
いが、鳴海の弟、鳴海修の記事に窺い知ること
ができる。
　「家政女学校の間借り教室で一回生の顔を始
めてみた。20名足らずの生徒たちの眼は美しく
かがやき、自分たちの力で新しいものを創りだ
してみせるのだという気魄が感ぜられて嬉し
かった。教務から事務、そして実習指導まで寝
食を忘れて頑張っている水越先生の誠心と人間
性に感化されていたのだということを後になっ
て知った。人の子の師としての真の姿を先生に
見出した時の印象は、今も忘れられない強烈な
ものとしてのこっている24）」
　また、厚生学院は卒業生の卒後教育および
リーダー育成にも熱心で、当時の国立公衆衛生
院や結核予防会など、例年といっていいほどに、
中央の教育研修を受けさせるために派遣してい
た25）。第１回生で卒業後は母校の専任教員をし
ていた木村スサ氏も、昭和22年国立公衆衛生院
および中央保健所で勉学している。木村スサ氏
は、後に青森県立青森高等看護学院の専任教員
（公衆衛生看護学部）に就任した。
　しかしまた、次の手記でもわかるように、開
設当時は必ずしも教育環境は十分整っていると
は言い難いものだった。
　「創設とは、かくも困難なものか、生徒たち
は定員にも満たず、教室らしきものもなく、弘
前家政女学校の一教室を半分に仕切ったところ
をお借りしての授業には、お互いの話が筒抜け
の状態でした。その後終戦までの３年間は、新
聞社か何かの旧社屋、山道町の旧家政女学校の
校舎を転々として引っ越してあるきました。26）」
　そして、戦後の昭和20年9月から昭和23年頃
までは、明治40年に旧陸軍第８師団の弘前新設
に伴う陸軍将校の社交場として建設された、旧
弘前偕行社（以下偕行社）を借りて授業をして
いた。偕行社は、本来接収される運命にあった。
しかし、「調査責任者のマチソン夫人は、保健
婦の養成をやっているのであれば民間にくれて
やってもよい27）」ということで接収されなかっ
たものである。マチソン夫人とは、当時オルト
らとともに看護婦学校の調査にあたっていた、
GHQ 看護課のスタッフ、エニド・マチソン（Enid 
Mathison）のことである。
　しかしまた、「陸軍の整理が終わって、厚生
学院だけが残ることになったのです。当時、国
からあの場所を買取るのでなければ出て行って
欲しい。買い取るのであれば優先的にゆずろう
ということであったのですが、財政的に苦し
かったので何とか今までどおり借してくれない
か、余裕がでたら必ず買取るからと願ったが、
国の方針でそれは認められず、当時金融のため
に各方面にお願いしたが不可能で、とうとう鳴
海病院の財産を処分してあの場所を買取ること
になったのです28）。」こうして、偕行社は、昭
和24年、国から払い下げられ、ようやく厚生学
院の所有となった。
　以上のように、厚生学院の保健婦教育は、必
ずしも順風満帆というわけではなく、鳴海とそ
の一族の高い理想の実現をめざした努力の結果
ともいえる。
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３．閉校への経緯
　昭和17年に始まった、厚生学院における保健
婦養成は、昭和31年3月弘前女子厚生専門学校
最後の卒業生を送り、閉校し、終止符を打った。
その13年間は日本が第二次世界大戦へと突入し
ていった時代であり、敗戦以降も、“GHQ 占領
下”という、「戦時下」に行われた保健婦養成
であったといえる。戦後は専門学校に昇格し、
さらに新制大学をめざして準備していたにもか
かわらず、なぜ保健婦養成に終止符を打ったの
か。それを探ることができる文献や資料は殆ど
なかったので、憶測にすぎないというそしりを
免れ得ないが、その一因は、厚生学院の教育は
「戦時下」にあったということが考えられる。
　閉校の経緯について、青森県立青森高等看護
学院の創設に関与した花田ミキは、次のように
記している。
　「占領行政のなかで、進駐軍は保健婦の確保
についてことに熱心でした。とくに、仙台の
GHQ のミス・ミラーは、保健婦養成は公設の
施設で養成すべしと強い指導があった。このこ
とから当時すでに保健婦養成をしていた弘前
女子厚生専門学校を、県立に移行して保健婦の
コースをつくるべく、専任教員をすでに国立公
衆衛生院に内地留学させて準備していた。しか
し、当時の学院長と県衛生部長との話し合いの
結果、県移管は沙汰やみとなった。昭和23年指
定規則の改正により、施設の存続が難しいと判
断したのではないか。29）」と、その著書のなか
に記している。
　確かに、専門学校に昇格した後も、養護教諭、
保健婦、助産婦、看護婦、保母、栄養士など、
いくつもの免許・資格が習得できるような教育
内容であった。それが、厚生学院の教育であり、
教育方針であった。しかし、保健師法案が廃案
となり、保健婦助産婦看護婦法の制定により、
それに基づいた、保健婦助産婦看護婦学校養成
所法指定規則においては、保健婦、助産婦、看
護婦はそれぞれに修業年限、教育内容、教員数、
教育設備等が定められた。それによって、厚生
学院の存続を難しくしたということは妥当な見
解といえる。
　鳴海は、大政翼賛会の役員を務めていたこと
から、昭和21年の追放令により公職を追放され、
弘前女子厚生専門学校の校長を辞任せざるを得
なかった。その上、校舎としていた偕行社を買
取ることになったのである。病院にゆけば看護
婦、保健所や市町村にゆけば保健婦、幼稚園に
勤めれば保母、学校へゆけば養護教諭、つまり、
幅広い女子の保健衛生の指導者を作るという教
育方針の下で、それぞれの指定規則に則り、修
業年限、教育内容、教員数、教育設備を整える
ことは非常に難しいことであったことと思われ
る。
　鳴海自身の思いはどうであったのか。前述し
たとおり、閉校についてふれている部分は殆ど
なかった。探すことができたのは、当時の学生
が同窓会誌に寄せた、次の一節だけである。
　「母校が県に移管されるのではないかという噂
が聞かれましたので、康仲先生に本当かどうか
お伺いいたしました。それに対して、県では建
物や土地を提供していただいた後は、教育から
一切手を引いてほしいと言ったので、教育から
手を引くことは教育の理念を放棄することであ
りできかねること、今日に至っては青森県に独
自の県立の看護学校が必要であること、そのた
めにはできる限り私も援助しようと話された30）。」
　平成20年10月3日付の東奥日報は「質が劣る
保健婦」と題した、GHQ 弘前衛生隊長ウォー
カー大尉の講演の記事を伝えている。「米国の
保健婦は資格を修得するまで、８ヵ年の義務教
育を終了後、高等学校４ヵ年、更に６ヵ年の特
山本　春江　　菊池美智子　　太田　尚子
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殊技能の取得に励むのであった。・・（中略）・・
このような保健婦活動によって、延命、乳児死
亡率の低下など多大な効果をあげている。31）」
と日本の保健婦養成の問題点を指摘している。
　当時は、高等小学校卒以上が入る修業年限2
年以上の養成所は県内にはその数が少なく、ほ
とんどは開業医で1年働いた見習いが医師の証
明書を得て、県の検定試験を受けて看護婦に
なっていたのが実状であった。そうした実状か
ら考えると、保健婦助産婦看護婦法の制定によ
り、基礎学力を新制高等学校卒とし、修業年限
3年となったことは、看護教育の質の向上に大
きく貢献したものといえる。しかし一方、当時
すでに高等女学校卒を入学資格とし、修業年限
3年であり、そのままの教育内容で保健婦、助
産婦、看護婦の資格がとれると認められ、保健
師法案に名前を連ねていた弘前女子厚生専門学
校は、新しい制度によって閉校に追い込まれる
ことになったのである。
　GHQ 側がめざしていたのは、保健師という１
つの名前にして、保健婦、助産婦、看護婦とい
う３つの仕事ができる人をつくることだった32）。
その保健師法案が実現していれば全く違った展
開があったと考えられる。その実現には、女性
の地位や看護婦に対する理解などそれを必要と
する社会の醸成が必要だったのではないかと思
われる。
Ⅳ．おわりに
　以上、青森県において戦時下に開設され、保
健師法案にも名を連ねた弘前女子厚生専門学校
の開設と閉校の経緯について概観した。その教
育は、地域に密着し、地域の人々の生活の実態
に添った、保健活動を重視していたものだった。
卒業生で、保健婦になったものは必ずしも多く
はないが、その教育は今日の保健師教育に引き
継がれているのではないだろうか。鳴海は、前
述のように、県立高看のために援助を申し出た
とあるが、それは、内地留学していた専任教員
を県立に送り込んだことを指しているものと思
われる。
　この専任教員木村スサは、弘前女子厚生学院
第一回生（昭和17年4月入学、昭和19年3月卒業）
であり、卒業後は母校に残り、教員となり看護
学を担当していた。昭和27年4月から青森県立
青森高等看護学院に移り、昭和48年3月まで公
衆衛生看護学を担当した。
　よって、木村スサを通して、弘前女子厚生専
門学校の教育は県立に引き継がれていったので
はないかと推測される。この点については、今
後の課題として追究していきたいと考えてい
る。
　
　最後になりましたが、本研究に協力していた
だいた、弘前厚生学院および鳴海研究所清明会
の関係者の方々、およびインタビューに協力し
て頂いた皆さまに心より感謝申し上げます。
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